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ゼロエミッション国際共同研究センター（GZR)の設立

●産総研臨海副都心センターに本部を設置し、つくばセンターで基礎研究を推進。
●福島再生可能エネルギー研究所(FREA)、及び関西センターにて応用・実証研究を推進。

つくばセンター

臨海副都心センター
関西センター

※本部

福島再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ研究所

イメージ

研究センターの整備範囲

完成イメージ図
令和元年度補正予算にて整備予定つくば西事業所

2021年3月完成予定



ゼロエミッション国際共同研究センター (GZR)の
主な研究テーマ

主
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１）人工光合成（ソーラーケミカル製造）の研究開発
【概要】低密度で変動する太陽光の革新利用技術として、面積単価が著しく
低い光触媒や光電極を用い、CO2フリー水素と高付加価値の化学品を同時
生成して経済合理性のあるシステムを開発する。

２）再エネを利用した水素製造・利用技術開発
【概要】水素をCO2排出量大幅削減と経済性とを満たすエネルギーとして
社会導入していくための技術開発として、再エネ水素の製造に向けたタンデム
太陽電池、低コスト高効率水電解装置、水素発電用高温材料、液化水
素評価技術の開発を行う。

３）革新的CCUS技術の研究開発
【概要】再生可能エネルギー・資源によるCO2の資源化/固定化技術として、
革新的バイオマス利用技術、再エネによるCO2転換技術、LCAによる新たな
低炭素技術の評価方法の開発を行う。

４)ゼロエミッション国際共同研究拠点の構築
【概要】つくば西事業所内の施設を整備し、国内外からの研究者の活動拠
点にふさわしい環境整備を行う。

H2＋高付加価値品原料

光触媒・光電極

CCUS: Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage,   LCA: Life Cycle Assessment
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バイオマスの利用技術マップ

黒液の利用

セメントキルン
中での燃焼

石炭との混焼

薪の利用

BDF
（ローカル利用）

液体燃料

木質ペレット

メタン発酵

BDF
（商業利用）

高付加価値物質

活性炭、木炭

バイオケミカルズ

バイオマス
コジェネ

大規模プロセス バイオリファイナリー技術プラント利用技術

小規模プロセスローカルエネルギー技術 有価物回収技術

地産地消 産業利用

標
準
化
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バイオマス

一次エネルギー 利用技術

・新燃料の製造・使用技術開発
・規格化、品質確保を推進・支援
・排気ガス浄化技術の向上

原子力（負荷変動に弱い）
再生可能エネルギー

（出力変動が課題）
・二次電池やキャパシタの高性能化
・新規材料の開発、デバイス化
・評価技術

プラグインハイブリッド
電気自動車

化石燃料

天然
ガス

石油

高効率利用

燃焼、電気化学反応
燃料電池 CO2の地中・海洋貯留に関

する挙動予測・探査・安全
影響評価等の技術を開発

バイオマス
コンビナート

・地球温暖化の回避
・化石エネルギーの
高効率利用

・エネルギーの需要ギャップの調整
・自動車の電化促進
・良好な大気環境の確保

・石油依存度の低下
・良好な大気環境の確保

新燃料自動車技術

・バイオマスから化学製品を生産
・分離、精製、変換プロセスの開発と全体設計

蓄電技術

Outcome

CCS

石炭

超低炭素社会に向けたバイオマスコンビナートの役割

・サステナビリティへの貢献
・石油依存度の低下



バイオマス利活用のこれまでとこれから

廃棄物系

木質系
草本系

ガス転換

分散型エネルギー源＆
スマートグリッド

水素転換

ガス転換 軽油転換

エタノール発酵

運輸用液体燃料製造

国際展開

バイオETBE, ATJ等

石油代替化学原料

be

風力発
電

燃料電
池

水素

電力ネットワーク

ガス・水素

ネットワー
ク

バイオマス
ガス

太陽光

BTL技術
ディーゼル、バイオジェット

新グリーン燃料

国内ローカルエネルギー

アジアのローカル
エネルギー

アジアのプランテーション

バイオマスリファイナリー

2005年

2020年

2030年

地域連携課題

重点課題

中・長期的課題；
バイオマスコンビナート
への展開
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